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松
原
・
久
貝
に
は
、
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
ミ
ャ
ー

カ
が
四
基
あ
り
、
一
括
し
て
久
松
ミ
ャ
ー
カ
群
と
し
て

文
化
財
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
四
基
の
内
の
三
件
は
松

原
に
、
一
基
が
久
貝
に
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
久
貝
に

あ
り
ま
す
ミ
ャ
ー
カ
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

 

久
貝
の
ミ
ヤ
ー
カ
は
、
久
松
公
民
館
敷
地
内
に
あ

り
、
「
久
貝
ぶ
さ
ぎ
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
久
貝
ぶ

さ
ぎ
は
、
板
状
の
石
で
方
形
に
囲
い
を
つ
く
り
、
そ
の

内
部
に
三
基
の
石
棺
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
方
形
の

囲
い
は
、
八
ｍ×

九
ｍ
の
規
格
を
な
し
、
二
重
の
石
囲

い
と
な
っ
て
い
ま
す
。
四
基
あ
る
久
松
ミ
ャ
ー
カ
群
の

中
で
は
最
も
大
き
な
ミ
ャ
ー
カ
に
な
り
ま
す
。 

 
 

 

石
棺
は
周
囲
の
囲
い
と
同
様
に
、
板
状
の
石
を
用
い

て
壁
と
床
を
形
成
し
、
一
枚
岩
の
板
状
の
石
で
蓋
を
し

て
い
ま
す
。
蓋
を
す
る
一
枚
岩
は
部
分
的
に
欠
け
て
お

り
、
内
部
を
み
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
現
在
は
、
本

来
埋
葬
さ
れ
て
い
た
人
骨
等
は
残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

ミ
ャ
ー
カ
に
用
い
ら
れ
て
い
る
石
を
よ
く
見
て
み
る

と
、
伊
良
部
島
の
ス
サ
ビ
ミ
ャ
ー
カ
で
も
紹
介
し
た
よ

う
に
、
海
岸
に
あ
る
ビ
ー
チ
ロ
ッ
ク
と
、
陸
上
に
あ
る

琉
球
石
灰
岩
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
囲
い
部
分
で
は

あ
る
程
度
混
ざ
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
石
棺
部

を
み
る
と
、
最
も
東
側
に
あ
る
石
棺
は
、
ビ
ー
チ
ロ
ッ

ク
の
み
を
使
用
し
て
い
る
の
に
対
し
、
残
り
の
二
基

は
、
石
灰
岩
の
み
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
使
用
す
る
石

材
に
明
確
な
違
い
が
み
ら
れ
ま
す
。
こ
の
違
い
が
、
時

代
差
を
示
す
も
の
な
の
か
、
そ
の
違
い
ま
で
は
現
在
の

と
こ
ろ
全
く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

な
お
、
こ
の
久
貝
ぶ
さ
ぎ
に
葬
ら
れ
た
の
は
、
仲
宗

根
豊
見
親
の
妻
の
父
で
あ
る
安
嘉
宇
立
親
と
い
わ
れ
て

お
り
、
仲
宗
根
豊
見
親
の
生
存
年
代
を
基
準
と
す
る
な

ら
ば
、
十
五
世
紀
代
の
人
物
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
使
用

さ
れ
て
い
る
ビ
ー
チ
ロ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
久
松
漁
港

の
西
側
に
位
置
す
る
離
れ
島
か
ら
切
り
出
し
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
海
岸
の
ビ
ー
チ
ロ
ッ
ク
を
切
り
出
す
と

い
う
技
術
は
、
十
五
世
紀
代
の
以
前
に
は
な
い
技
術
で

あ
り
ま
す
。 

 

久
貝
ぶ
さ
ぎ
は
、
一
九
六
〇
年
代
ま
で
石
囲
い

も
倒
れ
て
い
た
状
況
に
あ
り
ま
し
た
が
、
金
子
エ

リ
カ
が
発
掘
調
査
な
ど
を
行
い
、
現
在
の
状
況
に

復
元
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
※
ミ
ャ
ー
カ
の
石
積
み
や
石
棺
は
非
常
に
損
壊

し
や
す
い
も
の
で
す
の
で
、
石
の
上
に
の
っ
た
り

は
し
な
い
で
下
さ
い
。 

連載 文化財を巡る 

T O 
P 

C I S 

久松ミャーカ群～久貝ぶさぎ～ 

 ３月１８日（木）、(株)iBoard Japanより液晶ディスプレイ型電子黒板（StarBoard   

TE-XP-７５）の寄贈がありました。 

 令和元年度電子黒板整備事業で導入されたセンサー付ボードのメーカーで、学校

でも活用されている電子黒板を、新庁舎開庁にあたり行政での業務効率化にも役立

てて欲しいと寄贈いただきました。 



 

 

７ Topics 

羽地 留美 さん（事務員） 

研究所としては初めての事務で分からない事ばかりで

すが、学校や宮古島の子供たちの教育のために尽力

する所長や先生方の裏方として、日々の業務がスムー

ズにいくようサポートしていけたらいいなと思います。 

 今年度一年間、宮古島市立北幼稚園所属の奥平千里教諭が、本研究所で

幼児教育について『幼稚園教育と小学校教育の円滑な接続～幼小連携を通

して～』をテーマに研究を深めました。 

 3月23日に宮古島市役所2階大ホールにて、幼稚園・こども園・小学校低学

年担当を対象に研究報告会を実施市、スタートカリキュラム・アプローチカリ

キュラムについて理論・実践研究を発表しました。 

 3月26日には3階会議室にて修了式を実施。令和3年度から所属園にて深

めた研究を実践していきます。 

 

砂川 睦紀 教諭（指導主事） 

 研究所では生徒の声が聞こえず・・・ちょっぴりさみし

いですが、主事としての業務をはやく覚えて宮古島の

子供たちの健やかな成長を育む現場の先生方の下支

えや研究員の先生方へのサポートがしっかりできるよ

う頑張ります。 

上村 俊介 教諭（平一小） 

授業における児童の協働的な学びを、ＩＣＴを効果的に

活用して実現するための研究を行います。半年間の研

究に専念できる機会に感謝して、教師としての資質・能

力を高めていきたいと思います。 

與那嶺 誉代 教諭（久松中） 

ＩＣＴを活用して「主体的・対話的で深い学び」

の実現に向けた、授業改善に取り組んでいきま

す。これから半年間、このような研究ができるこ

とに感謝し、努力していきたいと思います。 

 教育実践に結びついた教育活動の推進を目的として開所された宮古島市立教育研究所に、今年度は新たに指導主

事1名、研究員2名、事務員1名が入所しました。 

 

子育てや学校生活で悩んでいませんか？ 

※相談等で話したことが、外部にもれることはありません。 

      教 育 相 談 室           ７９ー７８１９    

教育相談室では、学校や家庭で悩みがある児童・生徒、そ

の保護者、または学校職員や教育関係者の相談・支援をい

たします。 

 本年度、教育研究所の所長としてつとめる事になりました平良です。 

 本市の学校教育にかかる現状を把握し、関係機関・関係大学と連携を図

りながら、教育現場・保護者・地域社会のニーズにあった支援ができるよう

尽力して参ります。 

新年度より就任した平良善信所長に抱負をうかがいました。 

平良 善信 所長 


